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を凝らし、当日は、職員との連携をしながら、従
来になかった交流会を設けたことはひとつの事例
報告としては意義あるものと思われる。本論を読
んだキャリア支援の実践家が、本論の事例と同様
のことができない環境下にあったとしても、同じ
過ちをしないというメリットがうまれれば幸いで
ある。
ず、翌年に今回のような交流会を継続して行えな
かった。これは第一筆者、第二筆者ともに2007年
に所属が変わったことにも起因する。これは今後
の課題としたい('5)。
注
（１）「(意識的に)」を加えた理由として、上西
(2007a）は、「大学の専任教員の中には、学部教育
はキャリア支援のためにあるのではない、という考
えの方も少なくない（Ｐ３)」と述べる。
（２）就職支援とキャリア教育、キャリア形成支援、
キャリア支援などの違いは重要な視点であるが、本
論でそれを詳しく論じる余地はない。渡辺（2005）
が述べるように、１年次から就職準備指導を始める
こととか、学科で何らかの職業資格をとれるように
カリキュラムや学科の改変を行うことはキャリア教
育ではない。また、大崎（2005）が述べるように、
キャリア形成支援は単に就職率向上のみを目指すの
ではなく、学生自身が自らの生き方を考え、生き生
きとした生活を送ることを支援するものであるとい
う本来の意義を理解してもらうことは重要である。
本論が依拠するキャリア支援も同様である。
（３）キャリア支援には、就職決定した４年生がこ
れから就職活動をする学生に講話をする内定報告会
の他に、卒業生であるＯＢ・ＯＧによるキャリア講話
がある。ＯＢ・ＯＧが協力してくれることのメリット
は外部講師を招くよりも金銭的に安く抑えられると
いうほかに、在学中の学生にとってＯＢ・ＯＧは自ら
の進路選択の際に、かなり具体的なモデルとなりう
ることがあげられる。
（４）当然のことながら専任教員と兼任教員では異
なる。しかし、企画の段階で教員が携わっている以
上、本論の事例は、キャリア支援の課題である「教
員にかかわる課題」については、大きな問題とはな
らなかったといえるかもしれない。
（５）対象となった大学のホームページを参照した。
（６）対象者の学部は、人文社会学科の1学科であり、
国文学、英語文学、日本史学、社会学、教育学など
13の専攻に分かれる。
（７）対象となった大学のホームページを参照した。
（２）「２世代をつなげる」から「３世代をつ
なげる」ヘ
また、本論の事例は、「ＯＢ・ＯＧと在学生｣、
｢就職決定した大学４年生とこれから就職活動を
行う大学生」というように、従来、２世代をつな
げる場であった場を、「ＯＢ・ＯＧ、大学４年生、
低学年の大学生」という３世代をつなげる場にし
たという特徴も持つであろう。
望月（2007）は、高校生およびその保護者を主
な対象にした大学入試広報において、職員による
入試・学部などに関する，情報提供、就職内定者に
よる講演だけでなく、さらに、卒業生による講演
を同時に行う講演会の事例を報告し、「高校生ら
が自らの進路選択を現実的にかつ長期的に考える
契機となったと思われる」と述べている。大学に
おけるキャリア支援を考えた場合、リアリテイの
あるモデルを示していくことは重要な課題である
と思われる。「２世代をつなげる」から「３世代
をつなげる」という視点は、今後、キャリア支援
を考える際にひとつの視点となりうると思われ
る。
このような様々な世代が集う交流会は、縦の関
係が希薄になった大学システムの中で、つながり
を再登場させる契機にもなるであろう。交流会に
参加した低学年の学生が就職活動終了後、ないし、
卒業後に「今度は私が話題提供を行う側になりた
い」として戻ってくるような循環システムを構築
することは重要な課題である。
（３）今後の課題
参加者の学生からは、今後もこのような`情報提
供の場が欲しいという意見が多かったにも関わら
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ＯＢ・ＯＧ、大学４年生のキャリア講話による低学年の大学生を対象にしたキャリア支援
（８）これは結果的にＯＢ・ＯＧの話に時代による違い
が生まれなかったという特徴も生み出したと思われ
る。
（９）例えば、若者の就職支援を行っているジョブ
カフェは若者来訪促進のための広報について積極的
な立案・実行をしている。例えばＪＯＢカフェ
ＯＳＡＫＡでは、就職フェアの案内として「この出会
い系イベント大阪府庁が黒幕らしい」というキャッ
チコピーをつけた（経済産業省、2006)。本来支援
が必要である学生に支援が届かない問題においても、
広報の工夫が重要であることはいうまでもない。
(10）「あなたがこれから進路を選択する上で、重要
だと思うことについてその程度を教えてください｡」
と教示し、図1に示したような11の項目を独自に設
けた。「１．まったく重要でない～５．とても重要
である」の５件法で回答を求めた。
(11）名前は仮名である。ＯＢ・ＯＧによる講話に限ら
ず、外部から講話者を招くとき、話題提供者が話し
慣れていないケースもあるであろう。キャリア支援
を提供する側は、可能な限り、話題提供者が話しや
すい環境を整えることも重要である。このPower‐
Pointのスライドは、話題提供者が「続いて、この②
ですが」というように、話を区切るときに用いても
らえた。話題提供者が下を向きっぱなしにならない
という効果もあったかもしれない。
(12）キャリア支援では、同様の内容であっても、誰
がどのように伝えるのかという点も重要であろう。
以下述べることは、キャリア支援では基本的な事柄
であるが、学生にどのように伝えたのかという点を
重視して述べたい。そこで、以降、口語体で説明す
る箇所が増えることを了解願いたい。
(13）このコメントのヒントになったのは、クラン
ポルツの計画された偶発性であった。詳しくは大場
(2007)、Krumboltz＆Levin（2004）を参考のこ
と。
(14）なお、話題提供者には、交流会が終わってか
ら、上記の結果と当日の写真とお礼文とを添えて郵
送した。話題提供者へのフィードバックもキャリア
支援において軽視すべきことではないであろう。
(15）なお、大学でキャリアアドバイザー、プログ
ラムディレクターとして大学生のキャリア支援に携
わってきた小玉（2007）は、学生参画によるキャリ
ア支援を例に、「最初は小規模の活動でも、どうや
ってその活動を継続していくか、またどうやってこ
うした活動を継続できるキャリア支援者を育ててい
くかが大きな課題であろう」と述べている。本論の
交流会は、（兼任教員と大学院生なので独特ではあ
るかもしれないが､）卒業生が主に企画を行うキャ
リア支援者となり、（大学４年生１名だけであった
が）学生も参画した活動といえるだろう。
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